
　　　　貸　借　対　照　表

　　　　　　 平成２０年３月３１日　現在　

　　　　　　　　　単位：円

　　　　　　資　　　　産　　　　の　　　　部 　　　　　　負　　　　債　　　　の　　　　部

科　　　目 金　　　　　　　　額 科　　　目 金　　　　　　　額

流　動　資　産 484,067,923 流　動　負　債 444,132,758

現金及び預金 55,729,183 支払手形 315,678,242

受取手形 153,615,714 買掛金 93,395,912

売掛金 166,602,015 未払金 13,074,710

商品 1,796,293 未払費用 4,569,024

未収入金 18,035,097 前受金 448,350

預け金 91,370,621 預り金 2,000

貸倒引当金 ▲ 3,081,000 未払消費税 4,661,100

未払法人税等 9,740,620

未払事業税等 2,562,800

固　定　資　産 43,880,267 固　定　負　債 20,000

　有形固定資産 41,339,606 預り保証金 20,000

造作 545,358

機械及び装置 26,757,878

車輌運搬具 221,294

器具及び備品 331,903

容器 13,390,839

少額償却資産 92,334 　　負　債　合　計 444,152,758

　　　　　純　　　資　　　産　　　の　　　部

　無形固定資産 217,661 Ⅰ株主資本 83,795,432

電 話 加 入 権 217,661 　１．資本金 50,000,000

　２．資本剰余金 0

　　　・資本準備金

　　　・その他資本剰余金

　３．利益剰余金 33,795,432

  投　資　等 2,323,000 　　　・利益準備金 420,000

投資有価証券 1,500,000 　　　・その他利益剰余金 33,375,432

出資金 10,000

敷金等 813,000

　　　　　繰越利益剰余金 33,375,432

Ⅱ評価・換算差額等 0

　１．その他有価証券評価差額金

　　　純　資　産　合　計 83,795,432

　　資　産　合　計 527,948,190 　　負債及び純資産合計 527,948,190

　（注）有形固定資産の減価償却累計額　　９２，５６９，６５９円　



 　 　　　　    　損　益　計　算　書

　　　　　　　 　　　　　　自　平成１９年　４月　１日

　　　　 　　　　　　　　　至　平成２０年　３月３１日　　　　　　　

   　　単位：円

　　　　科　　　　目                   金　　　　　　額

　　売　　上　　高 1,225,475,568

　　　　商　品　売　上　高 1,150,242,674

　　　　業 務 受 託 料 収 入 75,232,894

　　　　売　　上　　原　　価 928,621,337

　　　　（期首商品棚卸高） 3,378,118

　　　　（当期仕入高） 927,054,512

　　　　（仕入割戻し高） 15,000

　　　　（期末商品棚卸高） 1,796,293

　　　　売　上　総　利　益 296,854,231

　　　　販売費及び一般管理費 261,002,760

　　営　業　利　益 35,851,471

　　営　業　外　収　益 2,655,223

　　　　受取利息及び配当金 806,259

　　　　受取手数料 600,000

　　　　賃貸料 980,800

　　　　雑収入 268,164

　　営　業　外　費　用 170,287

　　　　手形売却損 4,942

　　　　雑損失 165,345

　　経　常　利　益 38,336,407

　　特　別　損　失 1,210,000

　　　　役員退職慰労引当金 1,210,000

　　税引前当期純利益 37,126,407

　　　　法人税、住民税及び事業税 16,661,996

　　当期純利益 20,464,411

　（注）１株あたりの当期純利益　　２０，４６４円４１銭　　



個別注記表

Ⅰ 重要な会計方針

　　貸借対照表および損益計算書の作成にあたって採用した重要な会計処理の原則

　　および手続きは、次のとおりであります。

　１．資産の評価基準および評価方法

　　（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　①子会社株式・関連会社株式 移動平均法による原価法

　　　　②その他の有価証券

　　　　　　　時価のある有価証券 決算期末日の市場価格に基づく時価法

　　　　　(評価差額は全部純資産直入法で処理しております。）

　　　　　　　時価のない有価証券 移動平均法による原価法

　　（２）たな卸資産の評価基準および評価方法

　　　　商品　 移動平均法による原価法

　２．固定資産の減価償却方法

　　　　有形固定資産 定率法

ただし、平成１０年４月１日以降取得した建物(建物附属設備を

除く）は定額法

　　　　無形固定資産 定額法

のれんについては、５年間で均等償却しております。

自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間

（５年）に基づく定額法を採用しております。

　３．引当金の計上方法

　　　　貸倒引当金 売掛金、貸付金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一

般債権については法定繰入率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額

を計上しております。

　４．収益及び費用の計上基準

（１）収益については実現主義により認識し、費用については発生主義

　 　により認識しております。

（２）商品は出荷基準、工事等物件については検収基準を採用して

　　 おります。

　５．その他重要な会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式を採用して

おります。

　［会計方針の変更］

　　<有形固定資産の減価償却の方法>

　　　法人税法の改正（所得税法等の一部を改正する法律 平成１９年３月３０日 法律第６号 及び 法人税法

　　　施行令の一部を改正する政令 平成１９年３月３０日 政令第８３号）に伴い、当事業年度より、平成１９年

　　　４月１日以降に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更

　　　しております。この変更に伴い、従来と比べ営業利益、経常利益及び税引前当期純利益はそれぞれ

　　　３６５千円減少しております。

　　　また、平成１９年３月３１日以前に取得した有形固定資産については、改正前の法人税法に基づく減価

　　　償却の方法の適用により取得原価の５％に達した事業年度の翌事業年度より、取得価格の５％と備忘

　　　価額との差額を５年間で均等償却する方法に変更しております。この変更に伴い、従来と比べ営業利益、

　　　経常利益及び税引前当期純利益は、それぞれ２１６千円減少しております。

Ⅱ 貸借対照表に関する注記事項

　１．関係会社に対する債権 短期金銭債権 13,887,367 円

長期金銭債権 　　　　　‐ 円

　　　関係会社に対する債務 短期金銭債務 280,630,843 円



長期金銭債務 　　　　　‐ 円

　２．有形固定資産の減価償却累計額 92,569,659 円

Ⅲ 損益計算書に関する注記事項

　　　関係会社との取引高 売上高 48,889,806 円

仕入高 658,267,832 円

その他営業取引 107,326,774 円

 営業取引以外の取引高 2,712,911 円

Ⅳ 株主資本等変動計算書に関する注記事項

　１．当該事業年度の末日における発行済株式の数 普通株式 1,000 株

　２．当該事業年度中に行った剰余金の配当に関する事項

　　　①配当金支払額

　　　②基準日が当事業年度中に属する配当のうち、配当の効力発生が翌期となるもの

Ⅴ リースにより使用する固定資産に関する注記事項

　　　貸借対照表に計上した固定資産の他、液化石油ガスの供給設備及び車輌運搬具並びに

　　　電子計算機の一部についてはリース契約により使用しております。

リース契約残高 53,653,410 円

Ⅵ 一株あたり情報に関する注記事項

　　　１株当たりの純資産額 ８３，７９５円４３ 銭

　　　１株当たりの当期純利益 ２０，４６４円４１ 銭

Ⅶ　税効果会計

　　　税効果会計は、採用しておりません。

平成20年3月31日 平成20年6月17日

決　　議 株式の種類

平成２０年６月１６日
定時株主総会 普通株式 5,000,000円 ５，000円

配当金の総額
一株あたりの
配当額

基　準　日 効力発効日

平成19年3月31日 平成19年6月23日

基　準　日 効力発効日

平成１９年６月２２日
定時株主総会 普通株式 3,000,000円 3，000円

決　　議 株式の種類 配当金の総額
一株あたりの
配当額
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